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【動機】

小学生の時に行なった実験で、ギンゴケの変わった特徴に着目した。湿った場所を好む一般的な
コケとは違い、ギンゴケは乾燥した都会、高山や南極など過酷な環境でも生育できる。ギンゴケ
の高い適応力はその変わった特徴に関係しているのではないかと興味を惹かれ、研究を始めた。

【方法】

ギンゴケの葉にある透明部分は日よけの役割を果たす。だとすると日差しの強い場所ほど透明部
分が多いのではないかと仮説を立てた。葉の透明部分と緑色部分の面積の割合を計算し、採取場
所の照度との関係を調べた。調査中、壁面に生える個体が特徴的であることに気づき、数カ所で
観察・比較を行った。

【結果】

予想通り、照度の平均値が高い（日差しが強い）場所のギンゴケほど、葉の透明部分の割合が多
かった。しかし、壁面では透明部分が非常に多いのに、照度はそれほど高くなかった。他の壁面
で調べても照度にはばらつきがあり、仮説から外れる結果となった。

【まとめ】

ギンゴケは、日差しの強い環境に合わせて光を反射する透明部分を増やしていると考えられる。
一方で壁面のギンゴケは例外だという発見があった。照度以外の要因が関係している可能性があ
る。そこでより正確に把握するため、現在人工的な環境でのギンゴケの栽培実験を進めている。

【展望】

自然環境の中での調査だけでは断定することは難しい。現在進行中の栽培実験により、ギンゴケ
の環境への適応のしくみが明らかになることを期待している。これが、ギンゴケをはじめとする
コケ植物がどのように環境に適応してきたかを解き明かすヒントにつながれば嬉しく思う。
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